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第35回腎と妊娠研究会学術集会　周産期腎疾患とレジリエンス～医療の叡智が切り拓く未来～
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	 座長：下屋浩一郎（川崎医科大学　産婦人科学講座）
	 　　　賴　　建光（獨協医科大学　腎臓・高血圧内科）

O-1	 �妊娠と出産を経て急速に腎不全が進行し血液透析を開始したIgA腎症の一例
○大寺　紗夜1）、川端　公輔2）、麻生　里佳1）、牧田　　実1）、島本真実子1）

市立札幌病院腎臓内科1）、市立札幌病院産婦人科2）

O-2	 �未診断、未治療のIgA腎症合併妊娠の一例
○渡辺妃芽夏1）、米野友一朗1）、武原　瑠那1）、佐藤ちひろ1）、海老原　至1）、
　藤木　　豊2）、山田　直樹2）、中村　佳子2）、東　　福祥2）、小林　正貴3）

水戸済生会総合病院腎臓内科1）、水戸済生会総合病院産婦人科2）、
大場内科クリニック3）

O-3	 �妊娠高血圧腎症を契機に診断された若年女性の潜在性腎疾患の3症例
○中島　悠里
和歌山県立医科大学　腎臓内科学

O-4	 �妊娠中再燃の潰瘍性大腸炎に寛解維持療法として顆粒球吸着療法を併用し副腎皮質ステロ
イドフリーで正期産に至った一例

○酒井　雅人、渡邉　佑衣、吉田　治義
杉田玄白記念公立小浜病院　内科

「膠原病合併妊娠の治療戦略～腎病変を伴うSLEの妊娠を中心に～」

	 座長：前嶋　明人（埼玉医科大学総合医療センター腎・高血圧内科）
	 演者：金子佳代子（国立成育医療研究センター）

共催：大塚製薬株式会社

開会の辞	 9:10〜9:15

一般演題１	 9:15〜10:15

スポンサードセッション	 10:20〜11:10



5

第35回腎と妊娠研究会学術集会　周産期腎疾患とレジリエンス～医療の叡智が切り拓く未来～

プ
ロ
グ
ラ
ム

「妊娠関連TMAの診断と治療最前線：HELLP症候群とaHUSとの鑑別を中心に」

	 座長：長谷川　元（埼玉医科大学総合医療センター　腎・高血圧内科）
	 演者：松永　茂剛（埼玉医科大学総合医療センター　産婦人科）

共催：アレクシオンファーマ合同会社

	 座長：桑⽥　知之（自治医科大学附属さいたま医療センター周産期母子医療センター）
	 　　　山本　　卓（新潟大学　腎・膠原病内科）

O-5	 �分娩後に遷延する腎機能障害からaHUSと診断し早期の抗補体療法を行うことで末期腎不全
を回避できた1例

○岡野　真大1）、松永　茂剛1）、中田　侑志1）、酒井あゆみ1）、成田　達哉1）、
　鈴木　康大2）、宮川　義隆2）、菊池　昭彦1）、高井　　泰3）

埼玉医科大学総合医療センター　総合周産期母子医療センター　母体・胎児部門1）、
埼玉医科大学病院　血液内科2）、埼玉医科大学総合医療センター　産婦人科3）

O-6	 �SLE増悪と妊娠高血圧腎症の鑑別にsFlt-1/PlGF比が有用だった一例: 症例報告
○山本　朱子、小古山　学、大口　昭英、船橋　　香、堀江　健司、鈴木　寛正、
　薄井　里英、高橋　宏典、藤原　寛行
自治医科大学　産科婦人科学講座

O-7	 �腎移植後の妊娠出産がレシピエント予後に与える影響
○中澤　成晃1）、阿部　豊文2）、松村　聡一1）、深江　彰太1）、余西　洋明3）、
　川村　正隆1）、山中　和明4）、難波　倫子3）、田中　　亮5）、蔦原　宏一5）、
　高尾　徹也5）、岸川　英史6）、今村　亮一7）、角田　洋一1）、猪阪　善隆3）、
　野々村祝夫1）

大阪大学大学院医学系研究科　器官制御外科学講座（泌尿器科学）1）、
住友病院　泌尿器科2）、大阪大学大学院医学系研究科　腎臓内科学3）、
滋賀医科大学泌尿器科学講座　泌尿器科4）、
大阪府立急性期総合医療センター　泌尿器科5）、兵庫県立西宮病院　泌尿器科6）、
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　泌尿器科学7）

総会	 11:15〜11:25

ランチョンセミナー	 11:35〜12:25

一般演題２	 12:35〜13:35
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O-8	 �先天的ネフロン数減少が妊娠高血圧症候群発症に与える影響� 	
―低ネフロン数モデルマウスを用いた検討―

○小林　亮太1）、稲毛　由佳1）、松本　　啓2）、向田　凪沙2）、福永　昇平2）、
　藤本　俊成2）、山中修一郎2,3）、平野　大志1）、大石　公彦1）、横尾　　隆2）

東京慈恵会医科大学小児科学講座1）、東京慈恵会医科大学腎臓・高血圧内科2）、
東京慈恵会医科大学プロジェクト研究部腎臓応用再生医学研究室3）

「正規産で出産した血液透析患者のマネジメントから学ぶ」

	 座長：高橋　宏典（自治医科大学産婦人科学講座）
	 　　　菱⽥英里華（獨協医科大学　腎臓・高血圧内科）

SY1-1	 �患者が妊娠した際にかかりつけ透析医としてできること
○小倉　　学1）、渡邊　弘規1）、猪瀬　桂子1）、渡邉　剛志1）、酒井　雅人2）、
　菱田英里華2）、 増田　貴博2）、里中　弘志2）、秋元　　哲2）、長田　太助2）

医療法人絆おぐら内科・腎クリニック1）、自治医科大学内科学講座腎臓内科学部門2）

SY1-2	 �「維持透析中に妊娠・正常分娩出産を経験した患者への看護支援―1症例の報告」
○渡邊　弘規1）、小倉　　学1）、猪瀬　桂子1）、渡邉　剛志1）、酒井　雅人2）、
　菱田英里華2）、増田　貴博2）、里中　弘志2）、秋元　　哲2）、長田　太助2）

医療法人絆おぐら内科・腎クリニック1）、自治医科大学内科学講座腎臓内科学部門2）

SY1-3	 �当院で経験した透析妊婦2例の周産期管理
○小古山　学、山本　朱子、大草　陽史、斗澤　昇平、堀江　健司、鈴木　寛正、
　薄井　里英、大口　昭英、高橋　宏典、藤原　寛行
自治医科大学産科婦人科

SY1-4	 �透析妊婦における周産期管理の実際 ― ガイドラインと正期産症例からの検討
○酒井　雅人1,2）、菱田英里華1,3）、小倉　　学4）、増田　貴博1）、里中　弘志1）、
　秋元　　哲1）、長田　太助1）

自治医科大学 内科学講座 腎臓内科学部門1）、杉田玄白記念公立小浜病院 内科2）、
獨協医科大学　腎臓・高血圧内科3）、医療法人絆おぐら内科・腎クリニック4）

「血管新生関連因子を用いたPE発症・母児予後予測と腎疾患の鑑別」

	 座長：長⽥　太助（とちぎメディカルセンター）
	 演者：大口　昭英（自治医科大学　総合周産期母子医療センター）

シンポジウム１	 13:45〜15:15

特別講演　ー産婦人科領域　講習単位付与対象講演ー	 15:25〜16:25
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「肥満・栄養管理からみたプレコンセプションケア」

	 座長：成瀬　勝彦（獨協医科大学　産婦人科学教室）
	 　　　鶴屋　和彦（奈良県立医科大学腎臓内科）

SY2-1	 �栄養管理の考え方
○菅野　義彦、長井　美穂
東京医科大学腎臓内科学分野

SY2-2	 �肥満と健康障害
○内倉　友香、杉山　　隆
愛媛大学大学院医学系研究科　産科婦人科学

SY2-3	 �肥満・栄養管理からみたプレコンセプションケア：管理栄養士による介入の重要性と実践
的アプローチ

○川畑　奈緒
聖徳大学　人間栄養学部 人間栄養学科

シンポジウム２	 16:35〜17:55

次回大会長挨拶　成瀬　勝彦（獨協医科大学 産婦人科学教室）	 17:55〜
閉会の辞
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協賛企業一覧

医療法人　愛仁会　佐野利根川橋クリニック
医療法人　愛仁会　宇都宮利根川橋クリニック 

アストラゼネカ株式会社
アレクシオンファーマ合同会社

医療法人社団　一水会橋本医院　橋本安紀子
宇都宮腎内科皮膚科クリニック 

医療法人社団オー・ド・ヴィーこひらメディカルクリニック
大塚製薬株式会社

医療法人　小山すぎの木クリニック
医療法人開生会　奥田クリニック

皆藤病院
医療法人　加藤クリニック

株式会社カネカメディックス
医療法人　絆

協和キリン株式会社
医療法人仁寿会　総和中央病院

医療法人社団　善仁会
株式会社東京ミライズ

医療法人徳真会　真岡病院
冨塚メディカルクリニック
株式会社日成メディカル

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社
バイエル薬品株式会社

ひらいで公園腎クリニック
社団医療法人明倫会　日光野口病院

2026年２月1日現在
五十音順・敬称略

第35回腎と妊娠研究会学術集会の開催にあたり、ご協力、ご支援いただきました。
厚く御礼申し上げます。

第35回腎と妊娠研究会学術集会
とちぎメディカルセンター

大会長　長田　太助
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禁忌を含む注意事項等情報等の詳細については、最新の電子添文をご参照ください。

Kerendia_CKD_ 品名広告 A4(250×180)1C
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LA-15
吸着型血漿浄化器

国際規格準拠コネクタ
ルアロック型 ISO 8637適合

LDL、VLDL、Lp(a)を選択的に吸着除去

独自の吸着・賦活システムで吸着能力を維持

1
2
3

特 徴

システム全体の体外循環量は約400mLで体の小さな患者さんにも適応可能
※サルフラックス FP-05使用の場合

・ 家族性高コレステロール血症
・ 閉塞性動脈硬化症
・ 巣状糸球体硬化症、膜性腎症又は微小変化型ネフローゼ症候群
・ 難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する
  糖尿病性腎症に対するLDLアフェレシス療法

［保険適用疾患］
販売名：リポソーバーLA-15
一 般 的 名 称
医療機器承認番号

：  吸着型血漿浄化器
：  16200BZZ01995000

販売名：サルフラックスFP
一 般 的 名 称
医療機器承認番号

：  膜型血漿分離器
：  16300BZZ00991A01

「LIPOSORBER」、「サルフラックス」は株式会社カネカの登録商標です。



栃木支店 〒321-0911 栃木県宇都宮市問屋町3426-39
TEL 028-656-1446 (代表)

東京支店 〒113-0034 東京都文京区湯島2-21-2 湯島MDビル
TEL 03-5840-8641 (代表)

つくば支店 〒300-0847 茨城県土浦市卸町2丁目3番31号
TEL 029-843-6261 (代表)

ショールームはーとらいふ
自治医大店 〒329-0434 栃木県下野市祇園2-36-3

TEL 0285-44-8950（代表）
フリーダイヤル 0120-921-294

DDeelliivveerr  wwhhaatt  yyoouu  nneeeedd,,  wwhheenn  yyoouu  nneeeedd  iitt




